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　9月30日、県立消防学校において、第57回茨城県消防ポン
プ操法競技大会県央地区大会が開催されました。
　そのなかで、本市から小型ポンプ操法の部に出場した小美
玉市玉里消防団第1分団（羽成誠一分団長）が見事優勝に輝
きました。
　出場者（敬称略）指揮者（浅野正行）、1番員（加瀬元博）、2番
員（市村和則）、3番員（笹目憲司）、補欠員（服部和也）。
　詳細は、広報おみたま11月号でお知らせします。
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　　◆総務大臣表彰◆（敬称略・順不同）
　　　旧小川町長 伊能淑郎　旧玉里村長 鶴町和夫　旧小川町議会議長 笹目雄一
　　　旧美野里町議会議長 阿部正芳　旧美野里町議会議長 島田幸三　
　　　旧玉里村議会議長 大和田智弘
　　◆市長感謝状◆
　　　小川町・美野里町・玉里村合併協議会委員  飯島利武　中村強　宮内貞行　田村昌男
　　　田中心平　立村忠　長島正文　郡司猛　山西弘一郎　野村武勝　村田春男　荒川一秀
　　　磯辺隆　宇津野昇　市村文男　鈴木直教　高野恒雄　内田光義　大和田努　福田進
　　　笹目操　橋本正規　上田稔　戸田見成　菊地和夫　山本善也　長谷川金夫
　　　山口眞一郎　中山洋一
　　　小川町・美野里町・玉里村合併協議会監査委員 柳澤太治麻　額賀泰彦
　　　旧小川町収入役  戸塚晃一　　　　　旧美野里町収入役 石塚衛
　　　旧玉里村助役 鶴町庄二　　　　　　旧玉里村収入役 植田嘉夫

　

9
月
9
日
、
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
「
小
美
玉
市
合
併
記
念
式
典
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
7
5
0
名
が

参
加
し
、
旧
小
川
町
、
旧
美
野
里
町
、

旧
玉
里
村
の
合
併
を
祝
う
と
と
も
に
、

小
美
玉
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
島
田
穣
一
市
長
が
「
積

極
的
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
旧

町
村
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
引
き
継
い
だ
資
産

を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
新
市
の
目
指

す
『
人
が
輝
く
水
と
緑
の
交
流
都
市
』

の
実
現
に
努
め
る
」
と
式
辞
を
述
べ
、

飯
島
利
武
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
合
併
功
労
者
と
し
て
総
務
大
臣
表

彰
状
が
6
人
に
、
市
長
感
謝
状
が
35
人

に
贈
ら
れ
、
合
併
実
現
に
向
け
た
功
績

が
た
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え
ら
れ
ま
し
た
。
続
く
来
賓
祝

辞
で
は
、橋
本
昌
茨
城
県
知
事
か
ら「
市

町
村
を
中
心
と
し
た
こ
れ
か
ら
の
地
方

自
治
に
合
併
は
不
可
欠
。
百
里
飛
行
場

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
茨
城
農

業
の
け
ん
引
役
と
し
て
の
農
業
振
興
な

ど
、
新
市
の
団
結
を
強
め
、
大
い
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
狩
野
安
、
小
林
元
、

郡
司
彰
、
岡
田
広
の
各
参
議
院
議
員
、

田
山
東
湖
、
桜
井
富
夫
の
各
茨
城
県
議

会
議
員
か
ら
も
壇
上
か
ら
祝
辞
が
述
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ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
美
玉
市
の
姉

妹
都
市
ア
ビ
リ
ン
市（
ア
メ
リ
カ
カ
ン

ザ
ス
州
）の
デ
ビ
ン
・
ク
ラ
ッ
カ
ー
市

長
よ
り
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
祝
辞
が
届

き
、
式
典
の
中
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
発
展
へ
誓
い
を
新
た
に

  

「
小
美
玉
市
合
併
記
念
式
典
」
開
催

総務大臣表彰

市長感謝状贈呈 市長式辞

アビリン市長ビデオレター 国歌斉唱

小川太鼓による式典前アトラクション

平成 18年 10月 12日　広報おみたま
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各
区
で
長
寿
を
た
た
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
か
ら
の
褒
状
と
記
念
品
が
、

1
0
4
歳
で
市
内
最
高
齢
者
の
小
田

部
ち
よ
さ
ん
と
、
今
年
度
で
1
0
0

歳
に
な
ら
れ
る
坂
曻
さ
ん
、
常
葉　

　

さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

坂
さ
ん
と
常
葉
さ
ん
に
は
今
年
度
で

1
0
0
歳
に
な
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
内
閣
総
理
大
臣
と
茨
城
県
知
事
か

ら
も
、
褒
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

9
月
19
日
、
市
長
が
3
人
を
訪
問

し
褒
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し

た
。
3
人
と
も
耳
が
遠
く
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
大
き
な
声
で
ゆ
っ
く
り

は
っ
き
り
と
言
葉
を
か
け
る
と
、
よ

く
わ
か
り
笑
顔
で
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
百
里
飛
行
場
民
間
共
用
化
推
進
協
議
会（
会
長　

茨
城
県
知
事
、

副
会
長　

島
田
市
長
）、
小
美
玉
市
並
び
に
小
美
玉
市
議
会
で
は
、
去
る

7
月
・
8
月
に
、
国
土
交
通
省
や
防
衛
庁
な
ど
の
関
係
機
関
に
百
里
飛
行

場
の
早
期
開
港
及
び
関
連
道
路
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て
、
要
望
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
島
田
市
長
は
、「
平
成
21
年
度
の
開
港

を
め
ざ
し
地
元
は
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
所
要
の
予

算
が
確
保
で
き
ま
す
よ
う
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
額
賀
前
防
衛
庁
長
官
は
、「
防
衛
庁
と
し
て
も
百
里
飛
行

場
の
早
期
開
港
の
た
め
出
来
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら
も
、「
国
と

し
て
も
共
用
化
事
業
に
つ
い
て
最
善
を
尽
く
す
の
で
、
地
元
と
し
て
は
、

百
里
飛
行
場
の
利
用
促
進
施
策
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
の
意
見

が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
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在
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側
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調
整
池
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整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
が
進
め
ら
れ
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お
り
、
平
成
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度
の
開
港
に
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け
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着
実
に
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る
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ろ
で
す
。

※左から島田市長、額賀前防衛庁長官、飯島市議会議長、磯辺市議会百里飛行場推進委員長

【防衛庁にて】

祝

長
寿

坂　曻さん 常葉　　　さん 小田部　ちよさん

小田部　ち　よ

岩　松　　　う

柴　沼　ま　つ

藤　枝　た　か

数　登　そ　て

先　　後

堅　　倉

高　　崎

羽　　鳥

小　　川

小　貫　の　ぶ

川　並　よしの

田　口　德　一

坂　　　　　曻

常　葉　　　　

高　　崎

高　　崎

上  玉  里

川  中  子

竹原中郷

■市内の100歳以上の高齢者のみなさん（敬称略）
行  政  区

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

名　　前 行  政  区名　　前

広報おみたま　平成 18年 10月 12 日
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会社ＰＲのチャンスです！会社ＰＲのチャンスです！

　少子化が叫ばれる今、次世代を担う子どもたちを育むためには、企業の取組みが欠かせません！仕事をしな
がら子育てできる職場環境づくりに積極的に取組む会社のみなさん、あなたの会社をＰＲする絶好のチャンス
です！ご応募お待ちしています！

＜対象企業＞    
　子育て支援をトップ自ら宣言し、「仕事と子育ての両立支援」を推進するための取り組みを明記し、奨励する
小美玉市内に事業所を有する企業が対象です。

小美玉市子育て応援企業登録制度のお知らせ

こんな取組みをする会社を表彰します（例）

　〒319-0132　小美玉市部室1106番地
　　 社会福祉課（四季健康館内）　児童福祉係
　　  ☎４８－０２２１　内線207　FAX４８－００４４

【申込み・問い合わせ】

5

育児休業が取りやすい雰囲気づくり

子供とふれあう機会の充実

ノー残業デーの実施など、
仕事と子育てを両立でき
る労働条件の整備

ノー残業デーの実施など、
仕事と子育てを両立でき
る労働条件の整備

ノー残業デーの実施など、
仕事と子育てを両立でき
る労働条件の整備

経営トップによる応援宣言経営トップによる応援宣言経営トップによる応援宣言

平成 18年 10月 12日　広報おみたま
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「子育て応援企業」登録マーク

デザインを募集します！！

「子育て応援企業」登録マーク

デザインを募集します！！

応募方法
　・自作で未発表作品に限ります。
　・一人何点でも応募できます。
　・色は自由で、Ａ４判のケント紙又は画用紙を使用してください。
　・作品の裏面に作品の簡単な説明（作成意図、イメージなど）、郵便番号、住所、氏名、年齢、
　  職業（在学中の方は学校名、学年）、電話番号を記載してください。
　・作品は折りまげないように郵送してください。持ち込みの場合は四季健康館、小川総合支所保健福祉課、
　 玉里総合支所保健福祉課までお届けください。
　・応募・問い合わせ
　　〒３１９－０１３２
　　　小美玉市部室１１０６番地
　　　社会福祉課（四季健康館内） 児童福祉係
　　　　☎４８－０２２１　内線２０７　ＦＡＸ４８－００４４　

募集期間
　１０月２日（月）～１２月１５日（金）当日消印有効

審査
　・作品の審査は、小美玉市で行います。
　・審査の結果は入賞者本人に直接通知するとともに、市の刊行物・ホームページなどを通じて発表します。

賞及び表彰
　最優秀賞（１点）賞状及び１万円相当の記念品
　優  秀  賞（２点）賞状及び５千円相当の記念品
　入　　選（５点）賞状及び２千円相当の記念品

登録マークの利用方法
　登録マークは、企業・事業所の使用に供するとともに、登録制度の推進のため幅広く活用します。

その他
　・応募作品は返却いたしません。
　・入賞作品の版権などの権利は市に帰属します。
　・図案を使用する際、一部加工、手直しをする場合があります。
　・入賞作品が既に発表されているものと同じ、あるいは、類似していることが判明した場合には、審査結果発
　  表後であっても賞を取り消します。

　「子育て応援企業登録制度」を推進するため、仕事と育児を両立して働く男女従業員を応援するイメージを
持たせる登録マークデザインを募集します。

広報おみたま　平成 18年 10月 12 日
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玉里総合支所　保健福祉課　☎４８－１１１１　内線3111・3112【問い合わせ】

＊人数に限りがあるため申込み多数の場合、新規申込者優先とします。

＊4月からの教室に参加された方で、今回参加を希望される方は玉里総合支所保健福祉課保健係までお問い合わせ

　下さい。

■対　　象

■申込先

■定　　員

　小美玉市在住の１～2歳児を対象に、4か月を1コースとして遊びの教室を市内２か所において実施していますが、

今回12月から3月までの教室の参加者を募集いたします。この教室は、親子が遊びを通して触れ合ったり、互いに楽し

く交流しあう場です。普段家の中で過ごすことが多い方や、近くに同じ年頃の子がいないため交流できないと思って

いる方など、ぜひこの機会にご参加下さい。

１～２歳児の親子     
     
※11月1日（水）から受付を開始します     
玉里総合支所保健福祉課　
(☎４８ー１１１１※本庁経由　内線3111、3112) 
     
30組（定員になり次第締め切らせていただきます）

キャロットルーム（幼児育児教室）募集のお知らせキャロットルーム（幼児育児教室）募集のお知らせキャロットルーム（幼児育児教室）募集のお知らせ

♪１2月から3月の予定♪

　※内容は変更になることがあります

日　程

　12月  6日（水）  

　　1月19日（金）    

　　2月  7日（水）    

　　3月23日（金）    

内　容 持ってくるもの 場　所

小麦粉粘土遊び

簡単おもちゃ作り

新聞紙で遊ぼう

スタンプ遊び

小麦粉コップ1杯分とボウル

なし

新聞紙１日分

なし

玉里保健福祉センター

四季健康館

玉里保健福祉センター

四季健康館

☆ボランティアさんによる読み聞かせ（玉里） ☆保育士さんの指導で親子遊び（美野里）

時間：午前 10 時～ 11 時 30 分 

平成 18年 10月 12日　広報おみたま
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　消防法が改正され、戸建住宅や共同住宅に住宅用火災警報器を設置することが義務付けられました。
　新築住宅については、2006年6月1日から設置が義務付けられ、また、既存の住宅についても、小美玉市火災
予防条例により、２年間の猶予期間をおいた2008年5月31日までに、設置することが義務付けられます。
　これらを口実にして、悪質訪問販売業者が、既存の住宅についても、今すぐに設置しなければならないかのよ
うに見せかけて、高額の商品を強引に売りつけようとする手口が見受けられますので、十分にご注意ください。

　ミス茨城の「筑波かすみ」は、昭和2年11月に日本からアメリカへ贈られた58体
の人形のうちの1体で、同年3月アメリカから贈られた12,000体の青い目の人形
の答礼として海を渡り、このほどミルウォーキー公立博物館に展示されていること
がわかりました。
　「世界の平和は子供から」という両国のメッセージを受け、その大きな役割を果
たしたこの人形の労をねぎらい、装いを新たにして再びその役目を果たしてもら
うために「里帰り」を実現させたいと願っています。
　つきましては、この趣旨にご理解とご賛同をいただき、基金の募金にご協力を
お願いします。

●募金はいくらでも結構です。市内の各種団体の実行委員にお渡しくださるか、
　最寄りの公民館、公共施設の募金箱にお入れください。
●平成18年12月末日まで受け付けます。

※価格は、6,000円～ 15,000円くらいで、通常ホームセンター等で購入することができます。
※訪問販売によるクーリングオフ期間は、契約書面を受け取ってから８日間です。

住宅用火災警報器などに関する
悪質商法にご注意ください

住宅用火災警報器などに関する
悪質商法にご注意ください

　「里帰り基金」の募金にご協力を！

答礼人形「筑波かすみ」の里帰りを実現させましょう

　「里帰り基金」の募金にご協力を！

クーリングオフに関する問い合わせ　環境課　☎４８－１１１１　内線1144

「筑波かすみ」里帰り実行委員会
　支援　小美玉市

問い合わせ先   事務局　☎４７－０５１８（福田）

広報おみたま　平成 18年 10月 12 日
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　「仲良き事は美しき哉」
　みなさんは、ご存知ですか！？
　今年度、玉里公民館･図書館では、「武者小路実篤の文学と
生涯に触れてみよう！」をテーマに『文学と歴史散歩2006』を実
施します。武者小路実篤は、昭和26年に文化勲章を受章した作
家で、冒頭のような数々の名言を残しています。
　さあ、みなさんも、文学と歴史の世界を旅してみませんか？ 

期　　日　11月30日（木）　※雨天決行
　　　　　午前7時集合　7時15分出発　午後6時解散予定
内　　容　武者小路実篤記念館見学や深大寺周辺の自由散策
　　　　　（東京都調布市内）
対　　象　市内在住・在勤・在学の方
　　　　　※就学時未満の方、お一人での行動が困難な方
　　　　　　は、必ず保護者、介助者同伴でご参加ください。
定　　員　40名
　　　　　※定員になり次第締め切りとなります。（先着順）
受付期間　11月7日（火）～ 11月14日（火）
　　　　　午前9時～午後5時15分
　　　　　※上記の期間・時間以外は、受付しません。
　　　　　※月曜日は休館日ですので、ご注意ください。
申込方法　玉里総合文化センターにある申込用紙に必要事項
　　　　　をご記入の上、受付窓口でお申込みください。
　　　　　（電話・FAX・郵送・メールでの申込みは受付ません。）
　　　　　※お一人様、3名までの申込みとさせていただきます。
参  加  費　500円
　　　　　※参加費は、事業当日に徴収します。
　　　　　※昼食代や自由散策時の観覧料・交通費等は含
　　　　　　みません。
そ  の  他　到着時間等は、天候や交通事情により変わることもあ
　　　　　 ります。
申込み・問い合わせ　玉里総合文化センター（玉里公民館・図書館）
　　　　　☎２６―９１１１　

　かかし祭りとあわせて、手打ちそば教室を開催します。初心者
でも気軽に楽しめる体験教室ですので、ぜひご参加ください。

と　　  き　10月29日（日曜日）
　　　　　午前10時開始　
と  こ  ろ　シビックガーデン研修館
　　　　　小美玉市部室1151－7（JAみのり産地直売所隣）
募集人員　15名（先着順になります）
参  加  費　講習は無料。そばを持ち帰る場合は材料代600円。
　　　　　※お持ち帰り用の容器は、各自でご持参ください。
申込方法　10月16日（月）～ 20日（金）の午前9時～午後5時
　　　　　の間でお申込みください。
申込み・問い合わせ　財団法人美野里農業公社
　　　　　☎４８－３９７１

もっと知りたい！武者小路実篤編　もっと知りたい！武者小路実篤編　
参加者募集！！

文学と歴史散歩2006　文学と歴史散歩2006　

　「『ほっ』との会」は、学校に行かない、学校に行けない、登校
はしているけれど学校生活に息苦しさを感じている子どもたち
と、その子どもとともに悩んでいるお母さんやお父さんたちの出
会いの場です。
　温かいお茶を飲みながら、ゆったりとした気持ちで、誰からと
もなく話し出して、それぞれの「今」の悩みを支えあっていけた
らいいと思っています。
　子どもは、いずれ自立します。時には後戻りしているように見
えても、ゆっくりと、自分の考えとか、何かをつかんでいけばいい
のだと思います。
　ここで出会い、お互い支え合い、知恵を出しあって、子どもた
ちの自立を見守っていきませんか？

と　　き　毎月第2土曜日　午後1時～ 3時　
　　　　  毎月第3土曜日　午後7時30分～ 10時
　　　　  ※都合のよい日に、都合のよい時間だけ参加できます。
と  こ  ろ　美野里公民館　2階　小和室
　　　　  ※場所は変更する場合があります。公民館玄関の掲
　　　　　  示板をご覧ください。
　　　　  ※お子さん連れでも、おしゃべりしたり、遊んだり、自
　　　　　  由にすごせます。
問い合わせ　溝口　☎４９－１１１９

『ほっ』との会『ほっ』との会

手打ちそば教室を開催します！手打ちそば教室を開催します！

と　　 き　10月27日（金）～12月1日（金）までの毎週金曜日（計5回） 
　　　　　午後8時～ 9時30分 
と  こ  ろ　玉里Ｂ＆Ｇ海洋センター　体育館
対  象  者　市内在住者または在勤者
　　　　　（初心者及び基本から学びたい方）
募集人員　50名（先着順）
参  加  費　1,000円（受講料）
携  行  品　動きやすい服装・シューズ・バスタオル・飲料水・
　　　　　ダンベル（なくてもよい）
受付期間　10月12日（木）～ 10月20日(金)まで
　　　　　玉里Ｂ＆Ｇ海洋センター事務室窓口
受付時間　午前8時30分～午後5時15分まで
　　　　　（月曜休館） （先着50名で締め切ります）
主　　催　スポーツ振興課・玉里Ｂ＆Ｇ海洋センター
申込方法　下記申込先へ受講料を添えて直接お申込みください。
申込み・問い合わせ　玉里B＆G海洋センター
　　　　　☎２６－５７６１

玉里エアロビクス教室玉里エアロビクス教室

平成 18年 10月 12日　広報おみたま



9

第 1回小美玉市民文化祭日程表
小美玉市誕生記念

◆小川会場（11月3日～5日）
○小川文化センター

◆美野里会場（10月27日～29日、11月3日～5日）
○四季文化館（みの～れ）

○やすらぎの里小川《やすらぎの里会場内でのスタンプラリーを予定しています》

○小川公民館・図書館

★産業祭・商工祭

和　室（２階）
図　書　館

森のホール
（大ホール）

風のホール
（小ホール）

11月3日（金） 11月４日（土） 11月５日（日）

産　　業　　祭
(小川文化センター駐車場)

産業祭
とれたて野菜の直売ほか

商工祭
各種模擬店・バザーほか

商　　工　　祭
(小川商工会館前駐車場)

11月５日(日) 11月５日（日）

11月3日（金） 11月４日（土） 11月５日（日）
詩吟・剣舞・日舞・三曲
民謡・舞踊・三味線　ほか

ダンス・太極拳・カラオケ
マジック　ほか

コーラス・太鼓・大正琴
手話・お話会　ほか
作品展示：絵画・書道・写真・工芸・手芸・文芸・盆栽（３日～５日）
華道・洋裁・菊花（３日～５日）

地元食材を使用した料理の試食

陶芸・さしこ（３日～５日）
はたおり（３日～５日）

パンの花・パッチワーク・和紙絵・てまり（３日～５日）
バザー等
消費生活展、日用品･野菜･手作り小物販売（4日・５日）

コーヒー等の販売･バザー　ほか

大　ホ　ー　ル

小　ホ　ー　ル

ロビー付近

１階会議室

保健休養室

和　　　　室

２階会議室

ホール前広場

絵手紙体験（５日）
抹茶体験（５日）

絵手紙（３日～５日）

水墨画体験（３日）　
水墨画（３日～５日）
華　道（３日～５日）
華　道（３日～５日）・活け花体験（５日）
ハーブ茶ほか（5日）
小川地区の小中学生美術作品展（３日～５日）
手打ちそば（５日）

研　修　室

茶　道　棟

書　画　棟

華　道　棟
文　芸　棟

本間玄琢生家
事　務　棟
駐車場付近

囲碁大会
除籍本の無償配布（３日～12日：６日は休館）

10月27日(金) 10月28日(土) 10月29日(日) 11月3日（金） 11月４日（土） 11月５日（日）

美野里地区の園児･小中学生の作品展
消費生活展･食生活改善展（27日～29日）
アクリルたわし販売（28日） 
地元食材を使用した料理の試食（29日）
手作り小物･みそ等の販売（28日･29日）
牛乳パックを使った小物作り体験（28日･29日）

一般･高校生の部作品展（３日～５日）
（絵画･書道･写真･文芸･美術工芸･華道など）

ダンス･太極拳
新体操･ほか

舞踊
民謡民舞 演劇

詩吟・コーラス･
大正琴・オカリーナ･
朗読   ほか

カラオケ

フラワーアレンジ体験
消費生活展･食生活改善展（4日・５日）

はたおり体験コーナー（４日･５日）

アクリルたわし販売  ほか

広報おみたま　平成 18年 10月 12 日
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■開催時間　
　作品展　各会場とも午前９時から午後５時まで

です。
（但し、最終日は午後３時まで）

　舞台発表･体験教室等については、後日回覧され
るチラシをご覧ください。

※11月５日（日）は、各会場間を無料バスが巡回します。
どうぞご利用ください。

都合により、内容や時間等が一部変更になる場
合がありますので、あらかじめご了承ください。

【問い合わせ】 玉里総合支所　産業振興課（内線3122）

11月3日（金） 11月４日（土） 11月５日（日）

◆美野里会場
○四季文化館（みの～れ）

光のホワイエ

大　ホ　ー　ル

１階

２階

展示ホール
和　　　　室
工　芸　室
集　会　室
展示資料室
２ 階 通 路
事 務 所 前
ロ　ビ　ー
イベント広場

囲碁大会
11月３日(金)

ヘルシーカルチャールーム

練　習　室２
和　　　　室
入り口付近
野  外  広  場
(芝生広場)

10月27日(金) 10月28日(土) 10月29日(日) 11月3日（金） 11月４日（土） 11月５日（日）
ふるさとの自然展（27日～29日）

菊花展（10月27日～11月5日）

ギター･大正琴･オカリーナ
コーラス･笛　ほか

舞踊･フォークダンス･民謡･詩吟
カラオケ･太極拳･剣舞 ほか

作品展示(玉里地区の小中学生ほか) （３日～５日）

作品展示(玉里地区の園児) （３日～５日）　 

書道･陶芸･革工芸･生活学校   ほか（３日～５日）　
お話会(午後は裏玄関付近) 囲碁大会
華道（３日～５日）　
手芸･絵手紙･華道･篆刻･短歌･俳句（３日～５日）　
押し花･写真･ちぎり絵･絵画   ほか（３日～５日）
エコクラフト（３日～５日）　
小物入れや牛乳パックリサイクル品の販売･消費生活相談コーナー（３日～５日）

地元食材を使用した料理の試食
英会話 花の種、ティッシュ等の無料配布 産業祭

文化祭市場 文化祭市場 文化祭市場

茶会

一般･高校生の部作品展（３日～５日）
お話会
茶会 着付け教室

○四季健康館

○民家園

★産業祭（11月5日（日）午前9時～午後3時まで）

◆玉里会場（11月3日～5日）
○玉里総合文化センター  コスモス

手づくりこんにゃくの試食
はたおり･綿切りの体験 手打ちそば試食

11月５日(日)

○お米･レンコン･佃煮・風船の無料配布
○市内の様々な特産物・農産物の販売など
○お買い物していただいた方に福引券をプレ
　ゼント。豪華な商品を用意しています。
○その他、上棟式や地元バンドのミニライブ、
　各種アトラクションなど1日中楽しいイベン
　トが盛りだくさんです。

11月3日（金）

玉里総合
文化センター
イベント広場
　　　　ほか

文化振興課（小川総合支所内）　☎４８－１１１１　内線 2241【問い合わせ】

ホ
ワ
イ
エ

平成 18年 10月 12日　広報おみたま
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ねんりんピック茨城 2007

第１２回ふるさとの唄コンクール大会開催第１２回ふるさとの唄コンクール大会開催第１２回ふるさとの唄コンクール大会開催

第20回全国健康福祉祭いばらき大会

ねんりんピック茨城2007民謡交流大会リハーサル大会

平成19年11月10日（土）～13日（火）
さわやかな長寿の風を茨城に。

　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は、60才以上の高齢者を中心とした
健康と福祉の総合的な祭典であり、健康の増進や社会参加、生きがいづくりの推進を目的として開催
されます。
　平成19年11月、節目となる第20回大会が茨城県で開催されます。
　開催を１年後に控え、小美玉市では民謡交流大会リハーサル大会として「ふるさとの唄コンクール
大会」を開催いたしますので、ぜひご観覧ください。

日　時　　平成18年10月29日（日）午前9時30分～
会　場　　小美玉市小川文化センター　大ホール
入　場　　無料

【第1部】　民謡民舞の祭典
【第2部】　第12回ふるさとの唄コンクール大会
【第3部】　郷土民謡歌手と記録保持者コーナー

日　　時　平成19年1月21日（日）　午後2時開演
会　　場　玉里総合文化センター（文化ホール）
出  演  者　中国民族歌舞雑技団
入場料金　1,500円（全席指定）
チケット発売日　11月11日（土）　午前9時～
　　　　　（電話予約は午後1時～）

　玉里文化ホールは、客席数535席という中規模なが
ら、間口14ｍ、奥行き11ｍ、高さ7ｍという広々とした
空間を有し、音響や照明などの設備も充実しています。
　低価格な料金で高品質な空間を提供する玉里文化
ホールは、6ヶ月前から予約できます。ぜひご活用くだ
さい。

※１ 入場料を徴収する場合は、その金額によって使用料も異なります。
※２ 音響・照明・舞台設備は別料金になります。
詳しくは、玉里文化ホールまでお問い合わせください。

玉里文化ホール（玉里総合文化センター内）
　☎２６－９１１１／FAX２６－９２６１

玉里総合文化センター　☎２６－９１１１【申込み・問い合わせ】

中国民族歌舞雑技団中国 民族歌舞 雑技団中国民族歌舞雑技団

発表会・研修会・講演会などに最適発表会・研修会・講演会などに最適発表会・研修会・講演会などに最適

小美玉市玉里文化ホール小美玉市玉里文化ホール

■利用料金（入場無料で営利目的でない場合）

区　分

平　日
土・日

午　前
9：00～12：00
7,240円

8,710円

午　後
13:00～17：00
   9,660円

11,620円

夜　間
18：00～22：00
14,490円

17,430円

全　日
9：00～22：00
31,400円

37,760円

その他
1時間あたり
2,410円

2,900円

広報おみたま　平成 18年 10月 12 日
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き
く
、
生

産
量
・
生
産
額
と
も
に
日
本
一
の
れ

ん
こ
ん
産
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
を
、

も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
も
っ
と
お
い
し
く
食
べ
て

い
た
だ
く
た
め
、
11
月
1
日
か
ら
30

　

平
成
18
年
分 
年
末
調
整
説
明
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

日　

時　

11
月
13
日（
月
）

　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
時
30
分

　

場　

所　

四
季
文
化
館（
み
の
〜
れ
）

　
　
　
　
　

風
の
ホ
ー
ル

問
水
戸
税
務
署 

法
人
課
税
第
2
部
門　

　

☎
０
２
９-

２
３
１-

４
２
１
１

　
（
代
表
）
内
線
３
２
１
・
３
２
２

　

茨
城
県
民
の
自
然
へ
の
理
解
を
深

め
自
然
保
護
思
想
の
高
揚
を
目
的

と
し
た『
第
25
回
I
B
A
R
A
K
I

ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』を
開

催
し
ま
す
。　

　

日　

時　

11
月
3
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
30
分
ご
ろ
ま
で

　

集
合
場
所　

 

土
浦
市
藤
沢
9
7
5 

土
浦
市
新
治
支
所
駐

車
場

　

場　

所　

土
浦
市（
旧
新
治
村
）

　
　
　
　
　

 

土
浦
市
新
治
支
所
〜
小

町
ふ
れ
あ
い
広
場
間
往

復
14
㎞

　
　
　
　
　

 

※
当
日
の
開
催
の
有
無

の
確
認
は
、
午
前
5
時

日
の
1
ヶ
月
間
、「
日
本
一
の
れ
ん

こ
ん
」フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。霞
ヶ

浦
流
域
の
9
つ
の
市
町
村（
土
浦
市
、

石
岡
市
、
稲
敷
市
、
か
す
み
が
う
ら

市
、
小
美
玉
市
、
行
方
市
、
阿
見
町
、

河
内
町
、
美
浦
村
）の
ホ
テ
ル
、
料

理
店
35
店
舗
で
、
各
種
の
れ
ん
こ
ん

料
理
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

料
理
フ
ェ
ア

　

11
月
中
、
参
加
35
店
舗
で
れ
ん
こ

ん
料
理
を
提
供
し
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://www.pref.ibaraki.jp/　
　

　
　

bukyoku/sogo/kennan/nogyo/

　
　
　

special/renkonfair/top.htm

展
示
・
試
食
会　

　

料
理
フ
ェ
ア
に
参
加
す
る
ホ
テ

ル
、
料
理
店
が
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
れ
ん
こ
ん
料
理
を
一
堂
に
展
示

し
、
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
く
展

示
・
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
入
場
無
料

　

11
月
10
日（
金
）午
前
11
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

　

土
浦
駅
前
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
5
階

　

 

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル

全
国
加
工
品
フ
ェ
ア

　

全
国
各
地
の
れ
ん
こ
ん
加
工
食
品

を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

※
展
示
・
試
食
会
と
同
時
開
催

問「
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
」フ
ェ
ア

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事
務
所
農
業
課

　

☎
０
２
９-

８
２
２-

７
０
８
６

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
!
」
異
常
気
象
を
感
じ
る
こ
の
ご

ろ
、
い
つ
災
害
が
起
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

我
が
家
の
備
え
を
点
検
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

日　

時　

11
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時　

　

場　

所　

水
戸
合
同
庁
舎
２
階

　
　
　
　
　

 

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
研
修
室

　

内　

容

　

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
平
成
17
年

度
試
買
テ
ス
ト
結
果
か
ら
「
非
常
持

ち
出
し
袋
」

   

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
吉
村
和

義
氏
に
よ
る
講
話
「
我
が
家
の
防
災

対
策
」

　

参
加
者　

一
般
消
費
者
50
名

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

　

参
加
費　

無
料

　

主　

催　
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

申
込
み　

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
左
記
あ
て
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

〒
３
１
０-

０
８
０
２

　
　
　

水
戸
市
柵
町
１-

３-

１ 

　
　
　
　

水
戸
合
同
庁
舎
内　

　

☎
０
２
９-

２
２
７-

２
０
１
０

　

℻  
０
２
９-

２
２
６-

９
１
５
６

11月3日・5日・12日

◆受付　午前９時～１１時３０分 　午後１時～３時３０分

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分

日

3

5

12

 外　　　科

石岡循環器科脳神経外科病院 （小美玉市） ☎(58)5211

田中クリニック （石岡市） ☎(23)2288

関クリニック （石岡市） ☎(23)8300

11月2日・3日・4日・5日・11日・12日

◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）
11月11月11月 11月11月11月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

第
25
回
I
B
A
R
A
K
I

　
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
」

フ
ェ
ア

申
我
が
家
の
防
災
対
策

源
泉
徴
収
義
務
者
に
対
す
る

年
末
調
整
説
明
会

平成 18年 10月 12 日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

幼
孫
は
サ
ラ
ダ
作
る
と
厨く

り
や
べ辺
に
マ
イ
庖
丁
に
て
胡
瓜
刻
み
を
り　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　

良　

子

　

俄に
わ
か
あ
め雨
に
制
服
濡
れ
つ
つ
女
子
高
生
ら
ペ
ダ
ル
を
ひ
た
に
踏
み
て
坂
登
る　
　
　
　
　

沼　

田　

敏　

子

　

長
梅
雨
の
晴
れ
間
の
空
に
ぼ
ん
や
り
と
か
か
り
た
る
虹
が
た
ち
ま
ち
消
ゆ
る　
　
　

沼　

田　

み
ど
り

　

朝
露
を
こ
ぼ
し
つ
つ
野
菜
を
収と

り
入
れ
い
ん
鋏は

さ
み

の
音
が
畑
よ
り
聞
こ
ゆ
る　
　
　
　

根　

本　

智
恵
子

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
励
む
小
学
生
の
孫
の
夢
は
選
手
に
な
る
こ
と
と
七
夕
紙
に
書
く　

幡　

谷　

啓　

子 

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

山
際
に
野
茨
の
花
白
く
咲
き
風
に
匂
い
り
歩
み
ゆ
く
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

深
ま
り
し
緑
の
中
に
ひ
と
す
じ
の
畦あ

ぜ

の
細
道
曲
が
り
て
消
え
る　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

由　

雄

　

満
開
に
咲
き
し
桜
は
山
腹
に
色
あ
ざ
や
か
に
山
を
に
ぎ
わ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

　

国
道
に
沿
い
て
咲
き
い
る
紫あ

じ

さ

い

陽
花
に
心
和
み
ぬ
車
に
行
き
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

碇　

谷　

き　

え

　

蛙
の
声
遠
く
聞
こ
え
し
ふ
る
さ
と
は
田
植
の
こ
ろ
か
柿
の
花
咲
く　
　
　
　
　
　
　

藤　

井　

と
り
子

み
の
り
短
歌
教
室

　

ル
コ
ー
草
の
蔓つ

る

朝
々
に
誘
い
て
三み

つ
き月
を
数
え
朱
の
垣
根
な
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

豊　

子

　

よ
う
や
く
に
白
菜
作
る
ゆ
と
り
出
て
今
日
も
朝
夕
苗
の
虫
採
る　
　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

英　

子

　

妹
と
供
華
花
摘
み
し
故
郷
の
里
山
遥
か
盆
の
近
づ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

ま　

さ

　

転
倒
し
肋ろ

っ
こ
つ骨
二
本
折
り
し
い
ま
九
十
歳
の
母
気
づ
か
い
て
生
く　
　
　
　
　
　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

同
じ
歳
父
を
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
失
い
し
と
小
六
の
孫
に
戦
争
語
る　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

玉
里
短
歌
会

　

目
指
し
い
る
米
寿
に
は
未
だ
間
の
あ
る
も
溺
れ
ず
ひ
た
す
ら
歩
み
行
き
た
し　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

石
油
タ
バ
コ
じ
り
じ
り
値
上
げ
術す

べ

も
な
く
生
活
防
衛
は
節
約
だ
け
か　
　
　
　
　
　

柴　

野　
　
　

哲

　

氏
神
の
楓
の
大
樹
過
去
を
秘
む
語
ら
ぬ
木
肌
に
指
触
れ
て
み
る　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

吉　

生

　

鴉か
ら
す

め
が
食
べ
残
し
呉
れ
し
初
生な

り
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
妻
と
分
け
喰
む　
　
　
　

池　

上　
　
　

昭

　

万
緑
の
愛
宕
の
嶺
に
湧
く
ご
と
く
雲
た
ゆ
た
い
て
雨
晴
れ
ゆ
か
む　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

小
川
俳
句
会

　

朝
ぼ
ら
け
空
に
と
け
入
る
天
の
川　
　
　
　
　
　
　
　

玉　

沢　

澄　

哉

　

秋
風
や
ひ
た
す
ら
筆
を
歩
ま
し
む　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

和　

代

　

秋し
ゅ
う
り
ん霖
に
け
ぶ
る
心
の
景
色
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

か
づ
子

　

乳ち

飲の
み

児ご

に
添
寝
の
母
の
秋
隣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　

崎　

尚　

子

　

句
の
道
や
秋
の
七
草
友
と
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

み
づ
う
み
俳
句
会

　

異
国
へ
の
こ
の
旅
立
ち
や
秋
の
空　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

愛　

子

　

順
を
待
つ
人
の
試
着
に
秋
を
知
る　
　
　
　
　
　
　
　

秋　

元　

み
ち
子

　

み
じ
ろ
ぎ
に
軋き

し

む
木
椅
子
や
秋
の
空　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

　

福
耳
に
お
は
す
野
仏
虫
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

良　

江

　

新
盆
の
家
明
々
と
開
け
放
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸　

田　

笙　

子

み
の
り
俳
句
会　

　

空
仰
ぐ
音
た
く
ま
し
き
遠
花
火　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　
　
　

光　

子

　

秋
日
傘
倉
の
街
並
よ
ぎ
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

草　

心

　

川
風
に
涼
し
き
音
色
あ
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

風
の
出
て
踊
り
太
鼓
の
切
れ
ぎ
れ
に　
　
　
　
　
　
　

関　

本　

国　

子

　

ひ
ぐ
ら
し
の
声
よ
り
森
の
暮
れ
て
来
し　
　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代

欅
の
会

　

立
秋
と
書
い
て
幾
分
涼
し
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

貞
一
郎

　

九
月
場
所
隅
田
の
風
も
立
ち
上
が
る　
　
　
　
　
　
　

村　

田　

妙　

子

　

黙も
く
と
う祷
を
す
る
間
も
こ
ぼ
れ
百さ

る
す
べ
り

日
紅　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

部　

み
つ
え

　

厨く
り
や

に
は
妻
ま
だ
朝
顔
は
熟
睡
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

島　
　
　

進

　

お
は
よ
う
の
声
ひ
か
り
行
く
芋
の
露　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
の
会

　

と
き
刻
む
細
き
音
さ
え
秋
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

　

夕
焼
に
燃
え
る
筑
波
の
大お

お

落ら
っ

暉き　
　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

　

仏
舎
利
の
五
重
の
塔
や
法
師
蝉　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　
　
　

登
志
子

　

傾
き
て
色
の
褪
せ
た
る
案か

山か

子し

か
な　
　
　
　
　
　
　

安　

彦　

昭　

子

　

学ま
な
び
や舎
の
一
樹
一
樹
の
蝉
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒　

井　

栗　

山

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

秋
立
ち
て
日
頃
の
疲
れ
抜
け
て
き
し　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

法
師
蝉
鳴
き
お
る
窓
の
句
会
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

生　

駒　

幸　

子

　

新
涼
や
友
よ
り
届
く
処
女
句
集　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

　

一
面
の
黄
金
の
色
や
稲
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀　

井　

幸　

子

　

朝
も
や
の
消
え
し
田
ん
ぼ
に
稲
刈
機　
　
　
　
　
　
　

乘　

添　

ま
り
子

広報おみたま　平成 18年 10月 12 日
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8
月
26
日（
土
）、希
望
ヶ
丘
公

園
を
会
場
と
し
て「
小
美
玉
市
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」（
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行

委
員
会
主
催
）が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

豊
年
踊
り
の
ほ
か
、楽
器
の
演

奏
、は
や
し
、創
作
太
鼓
の
披
露
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、ウ
ナ
ギ

の
つ
か
み
取
り
、バ
ラ
エ
テ
ィ

シ
ョ
ー
、ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、民
謡
の
夕
べ
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

県
下
最
大
級
と
い
わ
れ
る
踊

り
の
輪
に
は
、48
団
体
、約
1
，

8
5
0
人
が
参
加
し
、ま
つ
り
を

お
お
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

地
場
産
業
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
、バ
ザ
ー
広
場
に
は
、50
団

体
が
参
加
し
、ま
つ
り
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、25
日
の
前
夜
祭
で
は

「
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
大
会
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。18
チ
ー
ム
が
趣

向
を
凝
ら
し
た
衣
装
や
踊
り
で
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

小
美
玉
市
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

小
美
玉
市
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

〜
ひ
ろ
げ
よ
う
、

　
　

地
域
を
つ
な
ぐ
ふ
れ
あ
い
の
輪
〜

▲郷土芸能

▲ 豊年踊り大会

▲ウナギのつかみ取り▲黒川　真一朗さん▲松村　和子さん▲鎌田　英一さん

▲園児の発表

平成 18年 10月 12日　広報おみたま
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ふるさとふれあい大賞
脇山区

最優秀賞（市長賞）
竹原下郷区

優秀賞（議長賞）
柴高区

優秀賞：2点
江戸住宅区・竹原区

熱演賞：5点
大曲区・中峰区・羽鳥区・
小岩戸区・堅倉区

敢闘賞：5点
北浦区・張星区・上小岩戸区・
仲丸区・羽刈区

努力賞：10点
江戸区・東平区・部室区・
大谷区・上鶴田区・五万堀区・
竹原中郷区・先後区・花館区・
希望ヶ丘区

小美玉市ヨサコイソーラン大賞
マスカット

市長賞
みのり舞姫

議長賞
華の乱

特別賞：5点
十人十彩
駅前ソーラン
納場保育園
ハッピーヨサコイ ジュニア
フレッシュ ジュニア

敢闘賞：6点
トライファイブ＆和
部室ナルコ会
みのりヨサコイ踊り隊
江戸住宅ナルコ会
よさこい涼花組
翔舞

努力賞：4点
旭ヨサコイ連
チャーミングレディース
さくら鳴子会
ひまわりまわり隊

豊年踊り大会団体の部

小美玉市ヨサコイソーラン大会

▲前夜祭

▲仮面ライダーカブトショー

▲前夜祭参加者全員による踊りの披露 ▲バザール

▲開会式

▲バザ－ル

▲ロックフェスティバル

広報おみたま　平成 18年 10月 12 日
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が

ん

ば

っ

て

ま

す

　

8
月
2
日
、
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
N
H
K
全
国
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
・
茨
城
県
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
わ
れ
、
橘
小
学
校
が
昨
年

に
引
き
続
き
見
事
2
年
連
続
優

勝
に
輝
き
、
茨
城
県
代
表
と
し

て
、
9
月
9
日
に
さ
い
た
ま
市
・

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
行
わ

れ
た
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
橘
小
学
校
は
12
月
1
日

に
行
わ
れ
る
茨
城
県
芸
術
祭
に
小

美
玉
市
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
16
日
、
大
子
町
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
指
導
者
研
修
会
の
な

か
で
、
額
賀
茂
樹
さ
ん（
中
野

谷
）が
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

顕
彰
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

額
賀
さ
ん
は
、
21
年
の
長
期

に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

活
動
を
と
お
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

技
術
の
向
上
、
子
供
た
ち
の
健

全
育
成
に
指
導
者
と
し
て
携
わ

り
、
今
回
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
美
野
里
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
本
部
長
、
茨
城
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
協
議
会

運
営
委
員
と
し
て
少
年
団
と
そ

の
指
導
者
の
育
成
の
た
め
に
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
川
イ
ー
グ
ル
シ
ニ
ア
チ
ー

ム
が
9
月
9
日
か
ら
11
日
に
神

奈
川
県
小
田
原
市
で
開
催
さ
れ

た
第
20
回
全
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
、
見

事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

小
美
玉
市

  
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

 

夏
休
み
絵
画
展

　

8
月
20
日
、
小
美
玉
市
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
が
玉
里
B
&
G
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
チ
ー
ム
と
も
練
習
の
成
果
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
手
に
汗
握
る

ゲ
ー
ム
の
連
続
で
し
た
。そ
の
中
で
、

激
戦
を
制
し
た
の
が
東
ス
タ
ー
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
で
し
た
。

　

優
勝
し
た
東
ス
タ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
と
準
優
勝
の
天
下
無
敵
1
組
は
9

月
23
日
に
水
戸
市
青
柳
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
茨
城
県
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

９
月
1
日
か
ら
16
日
、
堅
倉
小
学

校
の
校
庭
で
「
堅
倉
学
区
夏
休
み
絵

画
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

絵
画
展
は
夏
休
み
に
堅
倉
学
区
の
各

子
ど
も
会
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

た
ち
で
テ
ー
マ
を
決
め
、
自
分
た
ち

で
描
い
た
作
品
15
点
が
展
示
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

学
校
に
は
、
自
分
た
ち
の
思
い
、

夏
休
み
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
作
品
に
囲
ま
れ
て
新
学
期
を

ス
タ
ー
ト
し
、元
気
い
っ
ぱ
い
学
び
、

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

小美玉市ドッジボール大会結果
　優　勝　東スターフェニックス（玉里東学区）
　準優勝　天下無敵 1組（玉里北学区）
　３　位　玉里ビクトリーロード（玉里学区）
　　　　　天下無敵 2組（玉里北学区）

天下無敵1組・2組

玉里東スターフェニックス

玉里ビクトリーロード

小
川
イ
ー
グ
ル

　

シ
ニ
ア
チ
ー
ム
が

　
　

全
国
大
会
で
準
優
勝
!

橘
小
学
校
が
県
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　

2
年
連
続
優
勝
!

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　

顕
彰
者
表
彰
!

平成 18年 10月 12 日　広報おみたま
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地
域
安
全
活
動
推
進
団
体
で
あ

る
、
小
美
玉
市
交
通
安
全
指
導
員
会

（
貝
塚
博
美
会
長
）で
は
、
通
学
路
に

お
け
る
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
、

小
川
学
区
の
信
号
機
を
遮
る
樹
木
の

撤
去
と
道
路
に
出
て
い
る
枝
を
伐
採

す
る
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

父
母
か
ら
は
、「
信
号
機
が
見
や

す
く
な
り
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

横
断
で
き
る
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

9
月
17
日
、
小
美
玉
市
美
野
里
舞

踊
連
盟（
滝
田
貞
夫
代
表
）が
、
四
季

文
化
館（
み
の
〜
れ
）で
行
わ
れ
た

「
小
美
玉
市
美
野
里
舞
踊
連
盟
発
表

会
」
の
席
で
、
市
へ
車
椅
子
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

9
月
25
日
、
東
京
電
力
株
式
会
社

土
浦
支
社（
渡
辺
浩
一
支
社
長
）が
市

役
所
を
訪
れ
、
街
路
用
防
犯
灯
30
基

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
小
川 

と
り
せ
い
商
事

（
株
）（
長
谷
川
將
行
社
長
）が
中
根
地

区
へ
、
犯
罪
防
止
に
役
立
て
ば
と
防

犯
灯
2
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
、四
季
文
化
館（
み
の
〜

れ
）に
お
い
て
、
県
立
中
央
高
等
学

校
の
生
徒
・
職
員
並
び
に
文
化
教
育

検
討
委
員
が
ゴ
ス
ペ
ル
、
津
軽
三
味

線
、
和
太
鼓
の
鑑
賞
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
度
の
学
校
芸
術
鑑

賞
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、ゴ
ス
ペ
ル
は「
V
O
I
C
E 

O
F 

J
O
Y
」
の
皆
さ
ん
、
津
軽

三
味
線
は
澤
田
勝
司（
勝
玲
）さ
ん
、

和
太
鼓
は
「
D
O
D
O
N
|
P
A
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
し
た
。
ゴ

ス
ペ
ル
で
は
、「
翼
を
く
だ
さ
い
」

や
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」

な
ど
を
生
徒
た
ち
も
手
拍
子
を
あ
わ

せ
て
参
加
し
ま
し
た
。
津
軽
三
味
線

で
は
、
羽
織
袴
を
着
け
た
澤
田
勝
司

さ
ん
が
奏
で
る
津
軽
三
味
線
の
情
緒

的
な
音
色
に
、
本
格
的
な
生
演
奏
を

聴
く
こ
と
が
初
め
て
の
多
く
の
生
徒

た
ち
は
、
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
る

様
子
で
し
た
。

和
太
鼓
で
は
、

二
人
組
の
奏
者

が
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
太
鼓
を
力

強
く
打
ち
込
み
、

そ
の
腕
の
動
き

の
速
さ
に
驚
き

な
が
ら
、
生
徒

も
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
っ
て
一
緒

に
太
鼓
を
叩
く

な
ど
、
会
場
全

体
が
盛
り
上
が

り
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

9
月
3
日
、
玉
里
東
学
区（
菊
地

和
夫
代
表
）で
、
合
併
後
初
の
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
主
催
の

敬
老
会
廃
止
に
伴
い
、
地
区
ご
と
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
敬
老
会
が
予
定
さ

れ
る
中
、
口
火
を
き
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
の
玉
川
地
区
学
習
等
供

用
施
設
（
玉
川
地
区
農
民
会
館
）
に

は
、
対
象
の
お
年
寄
り
2
8
5
名
中

約
1
0
0
名
が
参
加
し
、
玉
川
農
協

女
性
部
や
地
区
の
関
係
者
な
ど
が
用

意
し
た
手
作
り
の
ご
馳
走
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
歓
談
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
玉
里
創
作
太
鼓
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ

れ
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

隠
谷
区
で
は
、「
食
と
健
康
」
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

地
区
住
民
の
交
流
を
深
め
、
お
互
い

助
け
合
い
な
が
ら
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
こ
う
と
月
1
回
の
活
動

を
実
施
し
、
今
年
で
3
年
目
に
な
り

ま
す
。

　

今
年
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
健
康
に
つ
い
て
目
標
を
定
め
達
成

で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

4
月
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
症
状
と

予
防
に
つ
い
て
、
国
保
中
央
病
院
の

渡
辺
宗
章
医
師
の
講
演
、
保
健
師
に

よ
る
身
体
測
定
、
管
理
栄
養
士
の
各

自
に
あ
っ
た
食
事
の
摂
り
方
か
ら
始

ま
り
、
ご
近
所
の
助
け
合
い
運
動
の

一
環
と
し
て
、
高
齢
者
か
ら
昔
の
遊

び
を
子
供
た
ち
が
教
わ
り
ま
し
た
。

　

8
月
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
に
よ
っ
て
、
大
人
と
子
ど
も
で
科

学
に
挑
戦（
ゴ
ム

動
力
の
模
型
飛

行
機
づ
く
り
）、

手
軽
に
で
き
る

ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
づ
く
り
、
夏

ば
て
予
防
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど

を
し
、
楽
し
い

1
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

学
校
芸
術
鑑
賞
事
業

敬
老
会

食
と
健
康
づ
く
り

交
通
安
全

　

確
保
の
た
め
に
!

車
椅
子
寄
贈

防
犯
灯
寄
贈

東京電力より寄贈

広報おみたま　平成 18年 10月 12 日
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小
美
玉
市
に
主
婦
発
明
家
！！

　

小
美
玉
市
羽
刈
に
お
住
ま
い
の
主
婦
、
小
林
好
子
さ
ん

は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
不
便
や
不
快
に
感
じ
て
い
る
こ

と
を
、
持
ち
前
の
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
で
商
品
化
し
、
そ
し

て
時
に
は
、
す
ば
ら
し
い
発
明
を
さ
れ
、
新
聞
や
雑
誌
に

紹
介
さ
れ
る
な
ど
、今
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

自
分
が
目
薬
を
差
す
の
が
苦
手
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
思

い
つ
い
た
と
い
う
、目
薬
の
点
眼
補
助
具
「
ア
カ
ン
ベ
ー
」

は
、
1
9
9
8
年
の
発
売
以
来
1
万
個
以
上
を
売
り
上
げ

た
と
い
い
ま
す
。
初
め
て
の
発
明
は
約
40
年
前
、
3
人
の

子
ど
も
を
安
全
に
風
呂
に
入
れ
る
た
め
に
考
え
た
座
席
つ

き
の
浮
輪
で
し
た
。
そ
の
後
も
、
足
首
に
フ
リ
ー
ス
を
巻

い
て
冷
え
を
防
ぐ
「
足
ぽ
か
」、
寝
苦
し
さ
を
和
ら
げ
る

竹
枕
「
か
ぐ
や
姫
」、指
圧
用
手
袋
「
が
ん
ば
っ
て
」
な
ど
、

暮
ら
し
に
密
着
し
た
発
明
を
続
け
て
い
ま
す
。（
社
）婦
人

発
明
家
協
会
理
事
も
つ
と
め
る
小
林
さ
ん
は
、
自
分
が
考

え
る
物
は
簡
単
な
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
特
許
な
ど
を
取

る
た
め
の
出
願
手
続
き
な
ど
も
専
門
家
に
頼
ら
ず
、
自
分

で
勉
強
し
て
出
願
し
て
き
た
と
の
こ
と
。「
皆
さ
ん
も
楽

し
み
な
が
ら
気
軽
に
勉
強
し
て
み
て
は
い
か
が
!
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
美
玉
市
の
主
婦
発
明
家
と
し
て
今

後
も
新
し
い
発
明
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
み
た
ま

お
み
た
ま
サ
プ
リ

　サプリには、「付録、補足」の意があります。
身近な話題をおみたまサプリコーナーとして
お伝えしていきたいと思っています。情報の
ある方は広報係までご連絡ください。

小学生の稲刈り（21日撮影）希望ヶ丘のコスモス（25日撮影）

羽刈のそばの花（25日撮影）
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次回広報おみたま11月号の発行日は11月 9日（木）です。この広報紙は再生紙を使用し、環境に優しい大豆インキで印刷しています。

　市への問い合わせは
　代表番号（48-1111）におかけのうえ、担当課
（内線番号がわかっていれば内線番号）に問い合
わせください。

・小美玉市役所（本庁）
・小川総合支所（支所）　　　48-1111（代表）です。
・玉里総合支所（支所）

※各支所への電話は本庁からおつなぎします。
※合併前の小川町役場・玉里村役場の代表番号は利用
　できません。

茨城県議会議員一般選挙投票日

12月10日（日）決定！12月10日（日）決定！12月10日（日）決定！

忘れずに投票しましょう
小美玉市選挙管理委員会

未来をつくるあなたの一票大切に

平成 18年 10月 12日　広報おみたま


